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胆嚢壁内側低エコー層肥厚と胆嚢腺筋腫症に着目した腹部超音波検査
による膵胆管合流異常の早期発見

柳川伸幸, 丹野誠志, 中野靖弘, 笹島順平, 蓑口まどか, 水
上裕輔, 小原 剛, 高後 裕



画像診断法が進歩した今日でさえ胆雲癌は進行癌で

発見されることが多く，日本人の胆雲癌年齢訂正死亡

率は男性が世界１位，女性で６位と予後不良な疾患で

ある１．２)。障胆管合流異常（合流異常）は胆雲癌高危険

因子として注目されており，本邦での胆嚢癌確患率

（約0.01％）３)，人間ドックでの合流異常の頻度（約

0.03％）４)，合流異常の胆嚢癌合併率（約10％）５)を考

え合わせると，胆雲癌の約30％が合流異常を基礎疾患

として発生していると推測される。特に，胆管拡張を

伴わない非拡張型合流異常では胆嚢癌合併率が高い6,7）

ことが知られているが，自覚症状に乏しく，腹部超音

波検査（US）によるスクリーニング検査で発見され

にくいことから，進行胆嚢癌を合併した状態で診断さ

れることが多い。非拡張型合流異常の存在を間接的に

示唆するＵＳ上の特徴的所見があれば，検診などで広
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胆嚢癌高危険因子である騨胆管合流異常（合流異常）の早期発見はⅧ胆妻癌発生率減少に大きく貢献

する可能性がある。合流異常の早期発見に有用な腹部超音波検査所見について，合流異常合併胆妻43例

（非拡張型19例、拡張型24例）の超音波所見と病理組織学的所見を用いて検討した。非拡張型では，４

ｍｍ以上の胆妻壁肥厚を88.2％，さらに胆妻壁内側低エコー層肥厚と胆妻腺筋腫症の両方またはいずれ

かを94.1％に認めた。拡張型ではそれぞれ33.3％，66.7％であった。全体では，合流異常合併胆妻の６０

％に胆妻壁肥厚，82.9％に胆妻壁内側低エコー層肥厚または胆妻腺筋腫症のいずれかを認めた。以上よ

り，検診の腹部超音波検査で壁肥厚や内側低エコー層肥厚，胆妻腺筋腫症を認めた場合には合流異常の

存在を疑うことが本症の早期発見につながると考えられる。
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〈用いられるＵｓに､よって早期の段階で非拡張型合流

異常の拾い上げが可能になると考えられる。

胆雲癌を合併しない段階で合流異常を早期発見でき

れば，本邦における胆嚢癌の約30％を減少させること

が可能である。そこで，合流異常合併胆嚢のＵＳ所見

と切除胆嚢の病理組織学的所見を比較し，合流異常の

早期診断におけるＵｓの有用性と意義について検討を

行った。

対象と方法

はじめに
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対象は，1986年から2000年７月までの間に，旭川医

科大学第三内科で合流異常と診断した73例中，胆雲切

除術を施行した43例（非拡張型19例，拡張型24例，男

性９例，女性34例，平均年齢36.9±18.7歳）である。

このうちＵSのみ施行した症例は35例，ＵＳと超音波内

視鏡検査（以下，EUS）の両方を施行した症例は30例

であった。これらのＵＳ所見及びEUS所見と病理組織

学的所見を用いて検討を行った。対照群として，９例

の正常胆嚢（男性５例，女性１３例，平均年齢57.0±1

6.4歳）を用いた。切除胆雲は10％ホルマリンで固定
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